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環境をテーマにしたメッセージ列車

｢エコトレイン未来のゆめ･まち号｣を運行します

阪急電鉄では､阪急阪神ホールディングスグループで推進する社会貢献活動の　一環として､環境をテーマに

したrエコトレイン未来のゆめ･まち号｣を運行いたしますo

この列車は､車両の外観だけではなく､車内のポスター杵やステッカー類もすべて環境をテーマにしたもの

で統一し､列車全体でメッセージを発信することで､鉄道をご利用のお客さまに環境に対するご理解を深めて

いただくことをFl的として運行するもので､地球温暖化防止Jj間である本年1 2月に開始し､洞爺湖サミット

開催から14T=を経過する火中7月までの運行を予定しておりますo

また､今回の放り組みは､ NPO法人環境車比の企両監修のもと､沿線の行政や市民･企業等とも連携す

ることで､ Hf比･行政･企業のパートナーシップによる環境に配慮した持続可能なまちづくりを推進する契機

としたいと考えております｡

弊社では､エコトレインの運行を契機として､鉄道事業を中心に､環境を大切にする雌晶の提案や環境負荷

低減施策等これまで以上に環境施策に積極的に取り組んでまいりますo

｢ェコトレイン未来のゆめ･よち号｣の概要は次のとおりですo

1.運行車両

神戸線･宝塚線8000系車両(8両編成)　各1編成

京都線8300系車両(8両編成)　　　　　　1編成

合計3編成

※8000 I 8300系車両は､ブレーキ時髄動機の回転力を活かし､発敵機として使用(rq生ブレーキという)する

ことで30%～40%の唱力を架線に返し､他の加速中の列車の馬力として使用する省エネルギータイプの解rJ･]です｡

2.運行期間(予定)

2008年12月1日(刀) ～2009年7ノ｣31日(金)

3.特　　徴

･より豊かな白然環境に恵まれた沿線地域の実現をコンセプトとする車体ラッピングデザイン

･ NPOの企画監修のもと､沿線の行政や市民･企業等とも連携し､環境啓発情報や環境アート､岡･

沿線Fl治体.企業の環境に関する取り剃lみ､阪急阪神ホールディングスグループの環境-の取り組み､

未来に向けた提言等､環境をテーマにしたポスターを車内の全ての掲出枠を使って展開

4　企画監修

NPO法人環境市民

※点都に本拠地を置く環境NPODグリーン購入や自治体を対象とした環境首都コンテストのrI催竹の活動に取り組ん

でおり､ 2 0 0 4叶度グリーン購入貨環境大臣賞受賞等の実紙あり. (httD //www･kfmkvoshjm.n or〟)　阪納桐宝ウル一丁



5.特別協力

チーム･マイナス6% (環境省)

6　後　　援(予　定)

頃境省､同+_交通祈近畿運輸局､杜同法人目木比常鉄道脱会

【添付資料】ェコトレインデザインイメージ

阪急屯鉄都rfi交通事業の環境の取り組み

[ニュースリリース配布先】再灯クラブ､近放電鉄記者クラブ

以上



正面 ヘッドマーク



阪急電鉄.阪急阪神ホールディンクスグループでは､1998年より社長を重点長とする環境嚢 乖陞�/��ﾒ�置し環 仄ｸ,���+x.偃h.��x-ﾘ/�4�8ｸ�ｸ7h,Y�I���

⇒これまでの阪急電鉄都市交通事業の環境への取り組みの例 �� ��

駅への太陽光発電の導入(関西の鉄道会社初)､鉄道車両整備工場のlSO14001取 �;竏ｭi�ﾂ�初) �9��

ら
グループとしての社会貢献　　■方針
の取り組み閑掛=あわせ､　1.事業の環境負荷低減に努めます｡

都市交通事業本部内の環境　2.社会全体の環境負荷低減を図るため､公共交通をよりこ利用いただけるよう努めます｡
施策もさらに積極的に推進　3.従業且一人ひとりが環境について真剣に考え､行動します｡

1シンボル施策

◆シンボル施策1 :環境メッセージ列車rエコトレイン　未来のゆめ･まち号｣
･導体だけでな< ,ポスター等の車内の撮出物についてもすべて環境をテーマにした列車を.

神戸･■夏頃･京細の　昔漁に1集成ずつ乾費(2朋8. 12-加8g. 7欝萱)

･葡肉掲出物臥NPO (環境市民)の監修をえで作成し､行政､企業の漫供も受ける

◆シンボル施策2 :環境対応モデル駅
･新新野親の大鶴壌攻塾の樽に蛙環頃対応没億を疎睡剛=専九

･省エネ-太陰光発電.雨水再利用等の導入により､新駅から排出されるC02を削減

⇒最初の取り組み2009年度末阿雛予定の摂津斬駅･ ･地球旦噴化対策モデル地区を目指す剛辺の

先進的な環境配慮型まもづくりと連動

■基本的な取り組み

事業の環境負荷軽減

OCO2排出量削減

省エネ車両新造､高効率照明蕃具､変電最高効率化､信号特LED化､灯具LED

化.省エネ型エレベータ･エスカレータ､太尾光発電､上下線一措き電方読

等

○贋音振動防止
ロングレール化､圧捜クE)ツシンク､無道床梼垂旺曹対集(ポリ38吸音材) ､

車輪フラットの早期発見(フラット検出暴)　等

○資源の有効活用

乗車券等のリサイクル､クリーン帝人の推進　等

社会全体の環境負荷低減のための公共交通利用促進

○インセンティブ
エコ乗り(土･日･祝日の鉄道･Jlス等の乗継に対するICカードのポイント

付与) ､レン舛イクル利用促進如ンヘl-ン､ eco義パス(線の募金付企画乗車券)等

○菅発話動

行政と連携したPR･環境学習　等

(そのほか､鉄道の利便性向上や駅周辺の交通手段整備など､公共交通を
より=利用いただきやすくするための施策に取り組む)

従業員啓発
･環境教育､講義会.表彰制度　等


